







































































果、十分な値が得られた（第1因子 .84；第2因子 .85；第3因子 .81）。そこで、因子ごとに項目平
均点を算出し、自己効力感の3つの潜在変数を作成した。これら3つの潜在変数に相関関係を設定






± .51、「専門科目への興味」は2.98± .50、「既習知識の認知修正」は2.88± .53であった。協調学
図1　自己効力感を表す潜在変数の確認的因子分析結果





































＝ .39（p** ＜ .01）、β＝ .27（**p ＜ .01）、β＝ .30（p* ＜ .05）の有意なパスが認められた。また、
効率性から「既習知識の深い学習」、「専門科目への興味」、「既習知識の認知修正」にそれぞれβ
＝ .30（p* ＜ .05）、β＝ .31（**p ＜ .01）、β＝ .34（p* ＜ .05）に有意なパスが、責任性から「専




















































1）Bandura A. Self-efficacy : Toward a unifying theory of behavioral change. Psychol. Rev. 1977; 84(2): 191-215.
2）アルバ―ト・バンデューラ．激動社会の中の自己効力．金子書房．2010：179-204．
3）Zimmerman, B.J., Martinez-Pons, M. Student differences in self-regulated learning: relating grade, sex and 
giftedness to self- efficacy and strategy use. J. Educ. Psychol. 1990; 82(1): 51-59.
4）森陽子．大学生の自己効力感と英語学習方略の関係．日本教育工学会誌．2004；28（Suppl.）：45-48．
5）池辺さやか、三國牧子．自己効力感研究の現状と今後の可能性．九州産業大学国際文化学部紀要．2014；
57：159-174．
6）川野敬子、鎌田次郎、谷向みつえ．中学校での協同学習が自己効力感並びに友人との学習活動に及ぼす影響．
日本教育心理学会第59回総会発表論文集．2017：212．
7）児玉典子、小山淳子．神戸薬科大学初年次教育における生命科学の理解を目指した知識構成型ジグソー法の
試み．Libra．2015；15：41-58．
8）三宅なほみ、齋藤萌木、飯窪真也、利根川太郎．学習者中心型授業へのアプローチ―知識構成型ジグソー法
を軸に―．東京大学大学院教育学研究科紀要．2011；51：441-458．
9）湯立、外山美樹．大学生における専攻している分野への興味の変化模様．教育心理学研究．2016；64：212-
227．
10）原田勇希、中尾友紀、鈴木達也、草場実．観察・実験に対する興味と学習方略との関連の検討．理科教育学
研究．2019；60（2）：409-424．
付記（執筆者の所属機関）　児玉典子（神戸薬科大学）
